地域主導型 果樹産地スマート農業アクションプラン策定 : ICT導入が遅れている果樹産地におけるスマート農業導入・検証 by 食農総合研究教育センター,
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プロジェクトに関するお問い合わせ
実証は気温35℃の炎天下での実施となったが、肩掛
式での作業者の実感では「30分ももたない」という環
境であった。AS751RCでは、草丈が高く前がみえな
い状況であったため、作業者はリモコンで操作しつつ
早足で機械について歩くような状態で40分程度作業を
行ったが、作業者からは肩掛式よりも「とても楽」と
いう感想が得られた。但し、リモコンスティックの動
きが固く、親指に負担がかかったとのことで、この点
は改良の余地があると考えられる。さらに、機器が軽
トラックに収まるサイズで、安全に積み下ろしができ
ることも、中山間地の果樹園での必須条件であるが、そ
の点でもAS751RCは条件を満たしている。
次年度は、かまぼこ型園地や成木園など、条件の違
う園地での実証データを収集し、作業時間短縮のため
の園地形状について考察すること、また、作業者の身
体的負担等については、農研機構が配布している草刈
用「身体的負担評価シート」や「自覚症調べ」を利用
してデータ化を図ることを計画している。
食農総合研究教育センター
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